横浜市次世代校務支援システム導入及び運用保守業務に係る情報提供依頼（RFI）実施要領
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横浜市教育委員会事務局　教育DX推進部　教育DX推進課
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横浜市次世代校務支援システム導入及び運用保守業務に係る情報提供依頼（RFI）実施要領


[bookmark: _Toc232782513]１　はじめに
横浜市教育委員会事務局（以下「本市」という。）は、文部科学省が示す方針を踏まえ、令和11年度からの稼働を目指して次世代校務支援システム（以下「次期システム」という。）の導入及び運用保守業務を予定しています。
次期システムの導入に向けて、事業者が提供可能なシステムの機能・性能・費用・導入実績等に関する情報を収集するため、情報提供依頼（RFI）を実施します。
RFIの回答内容については、今後の要件定義及び調達仕様の参考とするため、必要に応じて、回答いただいた事業者へのヒアリングを行うことも想定しています。

[bookmark: _Toc232782514]２　目的
本RFIは、本市が次期システムの調達に先立ち、校務支援システムを提供する各事業者において、提供可能なシステムの機能・性能・費用・導入実績等に関する情報を広く収集し、次の目的を達成することを目指しています。
（1）次期システムの要件定義の精度向上
（2）調達仕様書策定のための情報収集
（3）市場動向・技術動向の把握
（4）実現可能な機能・費用規模・スケジュールの把握

[bookmark: _Toc232782515]３　RFIのスケジュール
本RFIは、次のスケジュールにて実施します。
（1）RFI公表	：令和８年６月25日（木）
（2）参加表明書等の提出期限	：令和８年７月１日（水）　17:00まで
（3）質問書の提出期限	：令和８年７月９日（木）　17:00まで
（4）質問回答	：令和８年７月16日（木）
（5）費用回答書の提出期限	：令和８年７月24日（金）　17:00まで
（6）RFI回答資料一式の提出期限	：令和８年７月31日（金）　17:00まで

[bookmark: _Toc232782516]４　参加方法
[bookmark: _Toc232782517]４．１　参加資格について
本RFIへ参加する事業者として、次の要件を全て満たしていることが必要です。
（1）プライバシーマーク（JIS Q15001）の認定またはISMS（ISO/IEC27001）の認証を取得していること。
（2）クラウドサービスセキュリティ（ISO/IEC27017）の資格を有していること。
（3）パブリッククラウド環境に構築された、SaaS型の校務支援システムを提供できること。
（4）過去に校務支援システムの導入実績があること。

[bookmark: _Toc232782518]４．２　参加表明について
本RFIへの参加を希望する事業者は、「【様式１】参加表明書」に必要事項を記入のうえ、「４.１　参加資格について」に示す事実を本市が確認できる資料と共に、「３　RFIスケジュール」の（2）に示す期限までに「８　連絡先」の（3）に記載の電子メール宛に送付し、電話にて受領確認を行ってください。
本市が参加表明書等を受領後、内容を確認したうえで参加資格を有する事業者に「５　提供資料一覧」のNo.４～11の資料を電子メールにて送付します。

[bookmark: _Toc232782519]５　提供資料一覧
　本RFIに関して本市から提供する資料は次のとおりです。

	No.
	資料名
	説明

	１
	横浜市次世代校務支援システム導入及び運用保守業務に係る情報提供依頼（RFI）実施要領
	本資料

	２
	横浜市次世代校務支援システム導入及び運用保守業務に係る情報提供依頼（RFI）仕様書
	本RFIの仕様を記載した資料

	３
	【様式１】参加表明書
	本RFIへの参加表明の際に提出する様式

	※No.4以降は、参加表明いただいた事業者のうち参加資格を有する事業者にのみ提供します。

	４
	【別紙１】機能要件一覧
	機能要件の詳細について記載した資料

	５
	【別紙２】業務説明資料
	「【別紙１】機能要件一覧」に記載した機能について、業務フローとその時期について記載した資料

	６
	【別紙３】帳票要件一覧
	帳票要件の詳細及び帳票の一覧と機能要件との関係について記載した資料

	７
	【別紙４】非機能要件一覧
	非機能要件の詳細について記載した資料

	８
	【別紙５】システム（データ）連携要件一覧
	システム（データ）連携要件の詳細について記載した資料

	９
	【別紙６】データ移行概要
	現行システムからの移行対象データや移行スケジュールの想定を記載した資料

	10
	【様式２】質問書
	本RFIに関する質問を記入する様式

	11
	【様式３】費用回答書
	費用について回答を記入する様式





[bookmark: _Toc232782520]６　RFIに関する質問
本RFIに関する不明点等の質問事項は、「【様式２】質問書」に記入し、「３　RFIのスケジュール」の（3）に示す期限までに、「８　連絡先」の（3）に記載する電子メールアドレス宛に送付し、電話にて受領確認を行ってください。
本RFIに参加する各事業者へ提供する情報の内容を統一する観点から、来庁・電話・メール等による個別の質問には対応できませんので、「【様式２】質問書」を利用して質問してください。
各事業者から提出いただいた質問書の内容と、本市からの回答内容の全てを記載したものを、本RFIに参加する全事業者に対して「３　RFIのスケジュール」の（4）に示す日までに電子メールにて回答します。

[bookmark: _Toc232782521]７　回答の作成・提出
[bookmark: _Toc232782522]７．１　回答の作成
本RFIへの回答として、「５　提供資料一覧」に記載の資料内容を踏まえ、次の項目毎に回答資料を電子データで作成してください。様式を指定していないものについては、任意の書式（用紙はA4サイズとして）で作成してください。既存のカタログやパンフレット等での情報提供も可能です。

（1）表紙

（2）回答資料の一覧・目次

（3）会社概要

（4）SaaS型校務支援システム開発実績または導入実績

（5）提案するシステムの概要製品名
製品名、対応可能な認証方式（SAML認証等）、サービス概要、特徴、導入後のメリット及びアピールポイント等について記載してください。

（6）次期システム導入後の校務の将来像（教育委員会事務局・学校）
提案する次期システムを導入した場合の将来像について、次の観点に基づき、ビジョンやコンセプトを１枚のイメージ図に示してください。なお、単なる機能説明ではなく、「導入後の理想的な学校運営・教育の姿」を示す内容としてください。また、具体的な業務シーン（例：成績処理、出欠管理、保護者連携 等）を例示し、可能であれば定量的な効果を示してください。
· 現行の校務運用（紙・既存システム等）と比較し、教職員の業務負担や働き方（業務時間、業務内容、役割分担 等）がどのように変化するか
· 教職員の働き方の変化が、児童生徒への教育活動（学習指導、生徒指導、個別最適な学びの実現 等）に対して、どのような効果・価値をもたらすか


（7）【別紙１】機能要件一覧
回答の記載方法は、「７．２　各要件一覧への回答について」を参照してください。なお、提案する次期システムと「【別紙２】業務説明資料」に記載の現行の本市の業務フローが乖離する場合は、その業務内容とギャップを埋めるための方策について記載した資料を添付してください。

（8）【別紙３】帳票要件一覧
回答の記載方法は、「７．２　各要件一覧への回答について」を参照してください。

（9）【別紙４】非機能要件一覧
回答の記載方法は、「７．２　各要件一覧への回答について」を参照してください。

（10）【別紙５】システム（データ）連携機能要件一覧
回答の記載方法は、「７．２　各要件一覧への回答について」を参照してください。

（11）データ移行に関する回答
「仕様書」の「４．３　データ移行要件」に記載した、データ移行に関する回答を記載してください。

（12）次期システム稼働開始までの想定スケジュール
スケジュールの項目として、導入までに必要な事業者側の作業や市側の作業がわかるように記載してください。

（13）【様式３】費用回答書
様式の項目に従い、環境構築費用（イニシャルコスト）、年間運用保守費用（ランニングコスト）及び料金体系等について回答してください。

（14）その他、仕様書や要件一覧等に記載されている内容の他に、次世代校務DX環境を整備するうえで必要と考えられる内容や、次期システム導入により実現可能となる個別提案等があれば回答してください。また、事業者が提供を予定するシステムでは対応できない機能があり、別のシステムを活用することで要件を実現できる場合、その方法や内容について対応可能な範囲も含めて回答してください。



[bookmark: _Toc232782523]７．２　各要件一覧への回答について
　「【別紙１】機能要件一覧」、「【別紙３】帳票要件一覧」、「【別紙４】非機能要件一覧」及び「【別紙５】システム（データ）連携要件一覧」について、機能への対応については次の表のとおり区分を選択したうえで、必要な内容を記載してください。

	区分
	内容

	標準対応
	追加費用・カスタマイズなしに標準機能として提供可能

	カスタマイズ対応
	追加開発・カスタマイズにより対応可能
（カスタマイズする場合の見積金額と対応期間を各欄に記載してください。）

	一部対応
	要件の一部のみ対応可能（対応範囲について「備考・制約事項」欄に記載してください。）

	代替対応
	要件そのものには応えられないが、同等の目的を達成できる代替機能・運用方法がある（詳細について「備考・制約事項」欄に記載してください。）

	非対応
	現時点では対応困難



※上記以外にも、各要件の「備考・制約事項」欄には、現時点で判明している前提条件・制約事項等を明記してください。また、各要件一覧に記載されている内容以外に、次期システムの要件として満たしているものがある場合は、行を追加してその要件を記載してください。なお、「機能等の実現方法や提案を求める」旨を記載した要件について、「備考・制約事項」欄等に回答が入力しきれない場合は、別紙に記載して回答してください。

[bookmark: _Toc232782524]７．３　提出方法・期限
「７．１　回答の作成」に示した各回答資料は、次のとおり提出してください。なお、本RFIは、各種情報収集を目的とするため、仕様や要件等を全て満たしていない場合でも回答は可能ですが、その場合は対応可能な範囲、内容及び条件等を明記のうえ回答してください。
（1）提出方法
「８　連絡先」の（3）に記載の電子メールアドレス宛てに、メールの件名に「横浜市RFI回答について（事業者名）」と記載し、回答を添付のうえ送信してください。なお、添付ファイルの容量が７メガバイトを超える場合は、本市のメールでは受信できないため、別途案内する「大容量ファイル転送サービス」に回答資料をアップロードしてください。提出後は電話にて受領確認を行ってください。

（2）提出期限
「３　RFIのスケジュール」の（5）及び（6）に記載の期限までに提出してください。「【様式３】費用回答書」のみ他の資料より先に提出いただく形としていますのでご注意ください。


[bookmark: _Toc232782525]８　連絡先
本RFIに関する連絡先は、次のとおりです。
（1）所在地	：〒220-0022
神奈川県横浜市西区花咲町6丁目145番地　花咲ビル6F
横浜市教育委員会事務局　教育DX推進部　教育DX推進課
（2）電話番号	：045-314-1316
（3）メールアドレス	：ky-dx@city.yokohama.lg.jp
（4）担当者	：石原・岡田・谷口

[bookmark: _Toc232782526]９　留意事項
本RFIに関する留意事項は次のとおりです。
（1）本RFIにおいて、本市が提供する情報は機密情報として取り扱ってください。
　（2）事業者は、取得した情報を本RFIへの回答目的以外に利用しないでください。
　（3）本市が提供した資料は、本RFI終了後、速やかに削除してください。
　（4）事業者が提出した資料については、返却しません。
（5）本RFIの実施に要する一切の費用は、事業者の負担としてください。
（6）回答内容について、本市がヒアリング等を実施する場合があります。その際は、ご協力をお願いします。
（7）本RFIは、各種情報収集を目的とするものであり、回答した事業者に対して、本市の調達手続きへの参加資格を保証したり、将来的なシステム導入や発注を約束したりするものではないことを、ご承知おきください。
（8）本実施要領に記載のない事項または疑義が生じた場合は、本市担当部署と協議の上決定します。
（9）文部科学省等、関係機関からの通知等により方針が変更となる場合がありますので、ご承知おきください。
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